
















































































いという理由で大きなニューロンが用いられた。イカの巨大軸索（直径 0.4 ～ 1 mm）がその代
表例である。その後, ガラス管による微小電極が開発され, 細胞内記録法の技術が向上すると, よ
り小さなニューロンからも膜電位の測定が可能になった。しかしながら, 細胞内記録法では, 微小
電極が細胞膜に刺入された箇所において電流が漏れないように工夫することが必要となる。測定
対象となるニュ ローンによっては, 電極が抜けやすかったり, 刺入箇所から電流が漏れたりすることで
膜電位の測定に失敗することがある。その後登場したのがパッチクランプ法である。パッチクランプ
法は1976年にNeherとSakmannによって発明され, イオン電流を測定することで細胞膜に発現して
いるイオンチャネルの挙動を調べることを可能とした（Neher & Sakmann, 1976）。この手法はさ
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（A）セルアタッチモ ドー　（B）インサイドアウトモ ドー　（C）ホールセルモ ドー　



































































































































観察するには, 顕微鏡（図6）の落射蛍光システムを用いる。落射蛍光システムでは, フィルター と
ダイクロイックミラ をー用いて蛍光色素の励起と蛍光像の取得を行う（図7）。画像デ ターはCCDカ
メラを介してPCに保存する。蛍光観察では, 通常は見ることのできない標的ニューロンの形態を詳




























以上の励起フィルター , ダイクロイックミラー, 吸収フィルター を1つの光学部品としてくみ上げられた
ものが蛍光フィルター ブロック（または蛍光キューブ）である（図7, 図8A）。実験者は使用する蛍
光色素の励起波長と蛍光波長に合わせて蛍光フィルター ブロックを選んで使う（各波長については
蛍光色素のメー カーが提供するスペックシ トーを参照する）。暗い蛍光色素の場合には, 広い波長
域の励起フィルター を用いるが, 背景光とのS/Nを向上させたい場合には, 狭い波長域の励起フィル

























照明光の光路に入れる。さらに照明光はポラライザー , DICプリズム, そしてコンデンサ レーンズを介
して標本に照射される。これらの光学素子を介した照明光は2つの偏光に分かれて標本に照射さ
れる。各偏光は互いに進路が少しずれるため, 標本を通過すると標本の厚さの変化により光路差
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